
The Japanese Journal of Psychology 

2004, Vol. 75, No. 5, 397-406

声の高 さと発話速度が話者の性格印象に与える影響1
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Effects of fundamental frequency and speech rate on impression formation 
Teruhisa Uchida and Naoko Nakaune (Research Division, The National Center for University Entrance Examinations, 
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This study investigated the systematic relationship between nonverbal features of speech and personality trait 
ratings of the speaker. In Study 1, fundamental frequency (F0) in original speech was converted into five levels from 
64% to 156.25/o. Then 132 undergraduates rated each of the converted speeches in terms of personality traits . In 
Study 2 134 undergraduates similarly rated the speech stimuli, which had five speech rate levels as well as two Fo 
levels. Results showed that listener ratings along Big Five dimensions were mostly independent . Each dimension 
had a slightly different change profile over the five levels of Fo and speech rate. A quadratic regression equation 
provided a good approximation for each rating as a function of Fo or speech rate. The quadratic regression 
equations put together would provide us with a rough estimate of personality trait impression as a function of 
prosodic features. The functional relationship among F0, speech rate, and trait ratings was shown as a curved 
surface in the three-dimensional space.
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音 声 コ ミュニ ケー シ ョンを中心 とした対人 認 知場 面

で は,音 声 その ものが話 し手 の特徴 を推論 す るた めの

主要 な情 報源 とな る.こ こで音 声 が,話 者 の性格 印 象

の情 報 な どを どの よ うに して担 って い るのか,音 声 の

韻律 的 な特徴 の違 い に よっ て,そ れ らが どの よ うに変

容 す るのか を記述 で きれ ば,音 声 を介 した 印象形 成 の

あ り方 に迫 る手 がか りにな る と考 え られ る.

音声 の特徴 と話者 の性 格 印象 に関 わ る対 人認 知研 究

音 声 に よる他者 の 印象形 成 に関 す る研 究 として は,

発話速 度 とパ ー ソナ リテ ィ印 象の 関連性 につ いて検 討

した もの(Smith, Brown, Strong, & Rencher, 1975),

発話速 度,音 の強 さ,基 本 周波 数,及 び休止 時 間の割

合 に よ る影 響 を検 討 した もの(Aronovitch, 1976)な

どが あ る.

しか し,こ れ らの実 験 で用 い られた音 声 の多 くは,

音 声信 号 その もの を取 り扱 う実験 上 の操作 の難 しさ も

あ り,対 象 とす る要 因以 外 の 音響 的 な特 性 につ いて

は,必 ず しも統 制が な され てい ない.一 方,合 成音 声

を用 いて対 象 とす る要 因 を操 作 した研 究 に対 して は,

かつ ての合 成音 声 の品質 の 問題 もあって,そ の音声 の

属性 が パ ー ソナ リテ ィ印象判 断 の手 がか りにな ってい

る とい うよ り,操 作 に伴 う不 自然 さが結果 に影 響 を及

ぼ して い るの で はな いか とい っ た批 判 もあ る(Street

 & Brady, 1982).

また,こ れ らの研 究 は ほ とん どが英 語 圏で行わ れて

お り,わ が 国で は音 声 の音響 的特 徴 と話者 の性 格 印象

との関係 を直 接 取 り扱 っ た研 究 は少 な い.そ の 一 方

で,対 人 認知 に関わ る欧 米 での研 究 の知見 は,必 ず し

も日本 で その ま ま適 用 で きる とは限 らない とい った指

摘 もあ る(小 川 ・吉 田,2005).そ の 中 で積 極 的 に 日

本 語 音 声 を用 い た も の と し て は,藤 原(1986)や

Yamada, Hakoda, Yuda, & Kusuhara (2000)の 研 究

が あ る.し か し,藤 原(1986)に つ いて は発話 速度 の

操作 方 法が必 ず し も明示 的で な い こ と, Yamada et al.

 (2000)で は,被 験 者 の主 観評 定 に よっ て刺 激 音 声 の

属性 を定 めてお り,い ず れ も実験 条件 の統 制 に関 して

は課 題 が残 され てお り,検 討 の余 地が あ る.

性格 印象 を測 定 す るため の フ レー ム ワー クの必要 性

これ まで の研究 で は,対 象 とす る性格 印 象 に関 して
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研 究 ご とに捉 え方 が まち まち で あった.し か し,話 者

の人柄 の第一 印象 とい った抽象 性 の高 い もの を研 究対

象 とす る場 合,そ の測 定 に あた って は構 造 的な枠 組 み

が必 要 とな る.こ の 課題 に対 す る打 開策 の一 つ と し

て, 1990年 代 以 降,パ ー ソナ リテ ィ心理 学 の領 域 で

急速 な発 展 を遂 げて きた性 格特 性5因 子 モ デ ル(Five

 Factor Model: FFM)に 基 づ く, Big Fiveと 呼 ばれ る

五 つ の特 性 因 子 の利 用が 考 え られ る.こ の モ デ ル で

は,性 格 やパ ー ソナ リテ ィを幅 広 く対 象 とした場 合性

格 評価 の次元 と して共 通 の安定 した五 つ の特 性 因子 が

見 出 され る とされ る(Goldberg, 1990;村 上.村 上,

 2001.そ して それ らは,外 向性(Extroversion, E),

情 緒 不 安 定 性(Neuroticism, N),経 験 へ の 開 放 性

(Openness to experience, O),勤 勉 性(Conscientious-

ness, C),協 調性(Agreeableness, A)な どと呼 ばれ る

(柏木, 1999).

音声 と話 者 の性格 印象 に関す るFFMに 基 づ いた検 討

このFFMを 性格 印 象の測 定 の た めの枠 組 み として

用 い,音 声 の音響 的特 徴 と話者 の性 格 印象 との関係 を

調 べ た研 究 が あ る(内 田, 2000, 2002).そ こで は,

まず音声 か ら想起 され る話 者 の性 格 印 象 は, Big Five

の特 性 ご とに多 次元 的 に評 価 され る ことが 見 出 され て

い る.さ らに,発 話速 度 が性格 印 象 に与 え る影響 につ

い て2次 の 回帰 予測式 に よる定式 的 な記述 を行 った 結

果,各 特 性 の 印象 評 定 値 に は独 自 の ピー ク位 置 が あ

り,発 話 速 度 の変 化 に伴 う上 昇 ・下降 の程 度 もそれ ぞ

れ に特徴 的 で あ った.そ こで は,勤 勉 性 と外 向性 はや

や速 い発 話 で評価 が 高 く,協 調性 はい くらか遅 い発 話

で評 価 が高 い こと,経 験 へ の開放性 は普通 の速 さで評

価 が高 く,情 緒 不安 定性 は発 話速 度 の影響 をあ ま り受

けな い こ とが明 らか にされ た.

しか し,こ の一連 の研 究 で は,発 話 速度 の要 因 だ け

を対 象 とす るに留 まってお り,韻 律 的特徴 の 中心 的な

役割 を担 う声 の 高 さ,基 本周 波 数(fundamental fre

quency: F0)の 影 響 につ いて は検 討 されて い ない.ま

た,勤 勉性 と外 向性 につい て は,変 化 の特 徴 をプロ フ

ィー ル と して捉 え た場 合 に はほ ぼ 同 じ傾 向 で あ るた

め,発 話速 度 の要 因が その両 者 を本質 的 に分離 してい

る とは言 い難 い. Big Fiveの 各 因子 は個別 に抽 出され

てい る こ とか ら,発 話速 度以 外 の何 らか の音響 的要 因

が 両者 を分 離 し,そ の独 自性 を際立 たせ て い る と考 え

られ るた め,そ の吟 味 は不可 欠 で あ る.

本報 告 で は,音 声 の韻 律 的特徴 と話 者 の性格 印 象 と

の関 係 を検 討 す るに あ た っ て,基 本 周 波 数(F0)を

操 作 した聴 覚 実験 を行 う.さ らに発話 速 度 の要因 につ

い て もFo要 因 との交互 作 用 の影 響 を吟味 す る必 要 性

か ら対 象 とし,別 途 実験 を行 う.音 声材 料 に は 日本 語

と英語 を用 い,性 格 印 象 に関わ る情報 伝 達 の言語 間で

の一般 性 も視野 に入 れ て検 討す る.

実 験　 1

音 声 の基本 周波 数(F0)と 話者 の性 格 印象

実 験1で は,音 声 のF0を 操作 した 場 合 の話 者 の性

格 印 象 を 測 定 す る.こ こで はKawahara, Masuda

Katsuse, & de Cheveigne (1999)が 開発 した音 声分 析

合成 系 で あるSTRAIGHTを 用 いた.こ の アル ゴ リズ

ム を用 い る と,音 声変換 時 の計 算量 は膨大 にな るが,

品 質 面 で は 極 め て 良 質 な 音 声 が 得 られ る(河 原,

 1998).

方 法

被 験 者　 聴 力 健 常 な大 学 生132名(18-25歳)が

実験 に参 加 した.男 性78名,女 性54名 で あ った.な

お,被 験 者 の母語 は日本語 で あ り,海 外 で の生活 経験

が6カ 月以上 ある者 は分析 か ら除外 した.

原 音声 デ ー タ　 原音 声 の発話 者 は,日 本語 話者4名

(男 声2名(Ml, M2),女 声2名(Fl, F2)),英 語

話 者4名(男 声2名(MA, MB),女 声2名(FA,

 FB))の 計8名 で あ る.発 話 内容 は四 つの ス ク リプ ト

を 日本 語 と英 語 に した8文(SIJ-S4J, SIE-S4E)で

あ る.こ の対 をなす 日本語 文 と英語 文 につ いて,同 性

の 日本語 話者 と英 語話 者 が発声 した もの を英 会話 教材

CDよ り使 用許 諾 を得 て抽 出 し,原 音 声 とした.こ れ

らの原音 声 デー タ は,内 田(2002)の 実 験 で用 い られ

た音 声 資料 のサ ブ セ ッ トで あ り,量 子 化16bit,サ ン

プ リング周 波数22.05kHz, linear PCM形 式 で保 存 さ

れ た もの であ る.

原音 声 の持 続 時 間 は平 均 が1.636sで,標 準偏 差 が

0.306で あ った.日 本 語音 声 の平 均 モー ラ数 は7.64-

8.96Mora/sの 範 囲 で,英 語 音 声 の 平 均Syllable数 は

4.12 5.63 Syllables/sで あ っ た.ま た,男 声 の 平 均

Faは152.5-196.6Hzで,女 声 は246.2 276.5 Hzで

あ った.

次 に被験 者 と原音 声 を二 つの実 験 ブ ロ ックに割 当て

た.被 験 者 を ラ ンダ ム に2群 に分 け,ブ ロ ッ ク1に

65名,ブ ロ ック2に67名 を割 当て た.ま た 原音 声 も

2分 し,日 本語 ・英 語話 者 ご とに男 ・女声 を配 置 し,

各 ブロ ック にそれ ぞれ4音 声 ず つ割 り振 った.

音 声 実験 刺 激 の 作成　 これ らの 原音 声 デ ー タ を元

に,Faの み を一 様 に変換 した音 声 実 験刺 激 を作 成 し

た. STRAIGHTのv30 kr 16版 を 用 い, Low 2

(64%), Low 1(SO%), Original (100%), High 1

 (125%), High 2 (156.25%)の5段 階 で 再 合 成 した

実験刺 激 を生成 した.こ れ らの変 換比 率 は対数 軸上 で

等 間隔 で あ る.ま た,こ のFo変 換 の範 囲 で は男 声 が

女声 に,逆 に女声 が男 声 に聞 こえる こ とが ない こ とを

予備 実験 で確 認 した.変 換 後 の 音声 波 形 とF0軌 跡 の

例 をFigure 1に 示 す.



原 音 声8種 ×Fa変 換5段 階 で,合 計40の 音 声 実験

刺激 を準備 し,実 験 ブ ロ ッ ク ご とに各20の 実験 刺 激

を配 置 した.そ れ ぞれ の ブ ロ ックに は,刺 激 の提 示順

序 を ランダ ム に した4系 列 を設 定 した.そ して,各 音

声刺 激 を44.1kHzに ア ップ ・サ ンプ リ ング し て音 楽

用 のCD-DA形 式 で 保 存 し,合 計8種 類 の 実,験 用

CD-Rを 作 成 した.

手 続 き　被 験 者 に携 帯 型CDプ レ ー ヤ(AIWA:

 XP-V30)を 配 布 して実 験 を行 った.音 量 を被,験者 調

整 法 で 最 適 受 聴 レベ ル(MCL)に し た上 で, 1kHz

の純音 に続 き,音 声 刺激 をイヤ ー ・レシーバ か ら提 示

した.被 験 者 はそ れ を聞い て話 し手 の性格 印象 を評 定

した.英 語音 声 につい て は,も し内容 が わか らな くて

も気 にせず に,声 の印象 で評価 す るよ う教 示 した.

評 定 に は,和 田(1996)のBig Five Scaleを 基 に作

成 され た短縮 版 を使 用 した.評 定項 目 をTable 1に 示

す.被 験 者 は各項 目 ご とに “非 常 に よ くあて は まる”

か ら “全 くあて は ま らない” まで10件 法 で評定 した.

評価 項 目 につい て も提 示順 序 をラ ンダム に した4種 の

評価 冊子 を準 備 した.各 実 験 ブ ロ ック内の音 声提 示順

序 系 列 ご とに,そ の4種 を均 等 に割 り振 っ て配 布 し

た.

1音 声 刺激 ご との 回答 の制 限 時 問 は60秒 で あ った.

((1日 本 語男 声+1英 語 男声)×1ス ク リプ ト)+((1日

本語 女声+1英 語女 声)×1ス ク リプ ト)の4音 声 の基

本 周 波 数 を5段 階 に操 作 した 合計20試 行 で,教 示 や

事 前 の練 習 試行 を含 めた 実 験 全体 で の実 施 時 問 は約

30分 で あ った.

結 果

音声 刺激 ご との話 者 の性格 印象 に関 す る特性 値　 五

つの性 格特 性 につ いて,特 性 ご との合 成得 点 を各4項

目の評 定値 の加 算 に よって もとめた.逆 転 項 目で は,

評 定値 を反転 させ て加 算 した.さ らに,音 声刺 激 ご と

に各合 成得 点 の平均 を算 出 し,そ れ らをその音 声刺激

か ら想起 され る話 者 の性格 特性 印象 ご との特性値 とし

た.

この特性値 を性 格特 性 因子 ご とに,言 語別 に ま とめ

た.Faの 変 換 率 に対 す る 特 性 値 の 平 均 と標 準 誤 差

(SE)をFigure 2に 示 す.

Figure 1.原 音 声(Fl-S2J)“ 何 か 食 べ られ な い もの は あ り ます か?” の 基 本 周 波 数

(Fo)を 操 作 した 実験 刺 激 の 音 声波 形 とF0軌 跡.



Table 1

Big Five Scale短 縮 版 の評 定項 目

a)逆 転 項 目
.

実 験1の 音 声 刺 激 か ら想 起 され る 話 者 の 性 格 印 象 に

影 響 を与 え る 要 因　 性 格 印 象 に 影 響 を与 え て い る要 因

を整 理 す る た め,五 つ の特 性 ご と に3要 因 の 分 散 分 析

を 行 っ た.分 析 に あ た っ て は, F0要 因(5水 準:

 Low 2, Low 1, Original, High 1, High 2),言 語 要

因(2水 準:日 本 語,英 語),言 語 に ネ ス ト し た 話 者

要 因(8水 準:日 本 語(Ml, M2, F1, F2),英 語

(MA, MB, FA, FB))の 主 効 果,及 び, F0要 因 と

言 語 要 因 の 交 互 作 用 を分 析 モ デ ル に設 定 して 行 っ た.

な お,話 者 要 因 は変 量 モ デ ル と して 扱 っ た.

結 果 と し て,い ず れ の 性 格 特 性 に お い て もF0要 因

の 主 効 果 が 有 意 で あ り,基 本 周 波 数 の 違 い に よ っ て,

話 者 の 性 格 印 象 が 変 化 す る こ と が 見 出 さ れ た(E:

F(4 ,24)=50.45, p<.0001, N:F(4,24)=450, p<.01, O:

F(4,24)=12.55, p<.0001, C:F(4,24)=16.91, p<.0001,

 A:F(4 ,24)=15.08, p<.0001.

ま た 話 者 要 因 は,情 緒 不 安 定 性 を 除 い て,そ の 主 効

果 が 有 意 で あ っ た(E:Fc6,24)=17.47, p<.0001, O:

F(6,24)=13.92, p<.0001, C:F(6,24)=13.92, p<.0001,

 A:F(6 ,24)=16.009, p<.0001.

な お,言 語 要 因 に は 有 意 な 主 効 果 は 見 ら れ ず, Fa

要 因 と言 語 要 因 の 間 に も有 意 な 交 互 作 用 は見 られ な か

っ た.し た が っ て,被 験 者 が 日本 語 話 者 の場 合,日 本

語 と英 語 の 間 に は総 体 的 な 差 異 は み とめ られ ず,言 語

間 でF0の 違 い に よ る性 格 印 象 の 変 化 の 仕 方 が 異 な る

とい っ た 様 子 も見 られ な か っ た.

Figure 2.　基本 周波数(Fa)を 操作 した音声 に対 する話者 の性格 印象評定.音 声 のFa

変換率 に対す る各性格特性 の合成得点の平均 と標準誤差(SE),及 び回帰曲線.

F0の 操作 に伴 う性 格 印象 の 変 化 を と らえ る回 帰予

測 式 の 選定　 次 に, F0の 変 化 に伴 う各 性 格 特 性 の 印

象 変化 パ ター ンの特徴 をつ かむ ため,重 回帰分析 を行

った. 1-3次 の多項 式 を対 象 とし, AIC情 報 量 基 準

を用 いて 各 回帰 予 測 式 の あ て は ま りの 良 さ を比 較 し

た.回 帰式 ご とのAIC情 報 量 基準 を,性 格 特性 ご と,

言語別 にTable 2に 示 した.日 本 語話 者 の外 向性 の評

価 を除 いて は,い ずれ の特性 も2次 の回帰 予測 式 が最



もよ くフ ィッ トして いた.そ こで2次 の回帰 式 で重 回

帰 分 析 を行 っ た 際 の重 回帰 係 数(R2)と そ の検 定 結

果 もTable 2に 示 した.

Table 2

実験1の 結果 にお ける各次数の回帰予測式でのAIC情 報量基準 と

2次 の予測式で重回帰分析 を行 った際 のR2

上 段:日 本 語 話 者,下 段:英 語 話 者.

太 字:最 もモ デ ル.フ ィ ッ トが よか った もの.
+ P< .10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.001, **** p<.0001

先 の 日本 語話 者 の外 向性 に関 して2次 の 回帰式 をあ

て はめ た場合 に も,そ のR2は 有 意 で あ り,一 定 の予

測 式 として有効 で あ る.し たが って,予 測 式 の表現 と

して は1次 式 よ り若 干冗 長 となるが,本 報 告 で はすべ

ての特性 につ いて, 2次 の 回帰 式 に よ る近 似 を採 用 し

た.

声 の高 さの変化 に伴 う各 性格 特性 の 印象 変化 の特徴

ここで特徴 的 だ った の は外 向性 の 印象変 化パ ター ン

で あ る.外 向性 は,全 般 的 にF0が 上 昇 す る ほ ど,高

く評 価 され てい た.経 験 へ の開放性,勤 勉 性,協 調 性

は,原 音 声 の 瓦 の高 さ周辺 で 最 も評 価 が高 く, F0の

上昇 ・下 降 いず れの場 合 に も評 価 が低 下 した.一 方,

情緒 不安 定性 は高 い声,も し くは低 い声で評 定値 が 上

昇 して いた.

実 験　2

音 声 の発話 速度 ・基 本周 波 数(F0)と 話者 の性 格 印象

実験2で は,発 話 速度 要 因 とF0要 因 との 交互 作 用

に よって,話 者 の性 格 印象 が相 乗 的 な影 響 を受 け るか

どうか につい て検討 す る.

方 法

被 験 者　 聴 力 健 常 な大 学 生138名(18-28歳)が

参加 した.男 性77名,女 性61名 で あ った.全 員,実

験1に は参加 して いな い者 で あ る.

音 声実験 刺激 の作 成　 実 験1で 用 い た原音 声 の内,

 M1-SIJ, MA-SIE, Fl-S2J, FA-S2Eを 使 用 した.こ

れ らの原 音声 を再 合成 して実験 刺激 と した.原 音声 の

FaをLow 1 (80%)とHigh 1 (125%)の2段 階 に変

換 した 上 で,さ ら に,発 話 速 度 をFast 2 (64%),

 Fast 1(80%), Original (100%), Slow 1 (125%),

 Slow 2 (156.25%)の5段 階 に変換 した.こ の伸 縮 比

率 は対 数軸 上 で等 間隔 で あ り,予 備 実験 に よ り,こ の

変換範 囲 の音声 は人 の 自然 な発話 として認 知 され る こ

とを確 認 した.実 際の変 換作 業 で は,音 質 の劣 化 を防

ぐた め, F0変 換 と発 話 速 度 は, STRAIGHTで 同 時

に変換 した.音 声波 形 とF0軌 跡 の例 をFigure 3に 示

す.

こ こで も被験 者 と原音 声 を二 つの実 験 ブ ロ ックに割

当て た.ブ ロ ック1は70名,ブ ロ ック2は68名 で あ

った.

原 音 声4種 ×F0変 換2段 階 ×発 話 速 度 変 換5段 階

で計40の 実験 刺 激 を準備 し,実 験1同 様,実 験 ブ ロ

ック ご とに20刺 激 ず つ割 当 て,提 示順 序 を ラ ンダ ム

に した4系 列 を設 定 して,実 験 用CD-Rを 作成 した.

手 続 き　 実験1と 同様 の手続 きで実験 を実施 した.

結 果

実 験2の 音 声刺 激 か ら想 起 され る話者 の性 格印 象 に

影響 を与 える要 因　 実 験1と 同様 にして,音 声刺 激 ご

とに各性 格特 性 の印象 の特 性値 を も とめた.こ の特性

値 を性 格 特 性 ご とに, F0変 換 率 別 に ま とめ た.音 声

持続 時 間の伸 縮率 に対 す る,特 性値 の平 均 と標 準誤 差

(SE)をFigure 4に 示 す.



Figure 3.　原 音 声(Fl-S2J)の 発話 速 度 とF)を 操 作 した 実験 刺 激 の 音 声 波 形 とF0軌 跡.

Figure 4.　発話速度 を操作 した音声 に対 す る話者 の性格 印象評 定.音 声持 続時間 の伸

縮率 に対す る各性格特性の合成得点の平均 と標準誤差(SE),及 び回帰曲線.



Table 3

実験2の 結果における各次数 の回帰予測式でのAIC情 報量基準 と

2次 の予測式で重 回帰分析 を行 った際のR2

上 段:F0=80%,下 段:F0=125%.

太 字:最 もモ デ ル.フ ィ ッ トが よか った もの.
+ p< .10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.001, **** p<.0001

特性 ご とに4要 因 の分散 分析 を行 った.分 析 で は,

発 話速 度 要因(5水 準:Fast 2, Fast 1, Original,

 Slow 1, Slow 2), F0要 因(2水 準:Low 1, High

 1),言 語 要 因(2水 準:日 本 語,英 語),言 語 に ネ ス

トし た 話 者 要 因(4水 準:日 本 語(M1, F1,英 語

(MA, FA))の 主 効 果,そ して発話 速 度 要 因 とF0要

因,発 話 速 度 要 因 と言語 要 因, F0要 因 と言語 要 因 の

2次 の 交互 作 用,並 び に発 話速 度 要 因 とF0要 因 と言

語 要 因 の3次 の交 互作 用 を分析 モ デル に設定 した.

分析 の結果,い ず れの性 格特 性 にお いて も発話 速度

要 因 の主 効 果 が 有 意 で あ り,発 話 速 度 の違 い に よっ

て,性 格 印 象 が 変 化 す る こ と が 見 出 さ れ た(E:

 F,18)=38.43, p<.0001, N:F(4,18)=6.46, p<.01, O:

F(4,18)=40.09, p<.0001, C:F(4,18)=129.16, p<.0001,

 A:F(4 ,18)=15.43, p<.0001).

次 に,外 交性 にお い て は, F0要 因 に主効 果 が見 ら

れ,全 般 的 にHigh 1の 音 声 か ら想起 され る話 者 の外

向 性 の 評 価 が 高 か っ た(E:F(1,18)=33.54, p<

.0001.こ の結 果 は,実 験1で のHigh 1とLow 1の

印象評 価 で の大 小 関係 と合 致 して い る.

話者 要 因 は,情 緒不 安定 性 と経験 へ の開放 性 で主効

果 が 有 意 で あ っ た(N:F(2,18)=4.40, p<.05, O:

F(2,18)=5.26, p<.05).

なお,言 語 要因 には有意 な主 効果 は見 られず,有 意

な2次,及 び3次 の交 互作 用 も見 出 され なか った.発

話 速 度 要 因 とFa要 因 との交 互 作用 が 見 られ なか った

こ とか ら,本 実 験 の範 囲 で は, F0の 違 い に よ っ て,

発 話速 度 が性格 印 象 に与 え る影 響 の度合 い が異 な る と

い った こ とはな か った.ま た 言語 間で の系統 的 なパ タ

ー ンの相 違 も検 出 され なか った.

発 話速 度の 操作 に伴 う性 格印 象 の変化 を とらえ る回

帰予 測式 の選定　 次 に,実 験1と 同様,重 回帰分 析 を

行 っ た(Table 3).情 緒 不 安定 性 とHigh 1で の外 向

性 の評価 を除い て は,い ずれ の特性 も2次 の回帰 予測

式 が最 もよ くフ ィッ トしてい た.そ こで2次 式 で重 回

帰分 析 を行 った 際のR2もTable 3に 示 した.

情 緒不 安定 性 を除 く他 の性格 特性 は2次 の回帰 予測

式 で よ く近 似 で き る こ とが 報 告 され て い る(内 田,

 2000, 2002).そ こで,本 報 告 に お い て も,す べ て の

特性 につい て, 2次 の回帰 式 に よる近似 を採用 す る こ

ととした. High 1の 外 向性 にお いて も,3次 式 の特徴

で あ る二 つ めの変 曲点 にあた る箇所 は見 られず,変 化

パ タ ー ンの概 形 につ いて は2次 の回帰 式 に よって ほぼ

保 たれ て い る と考 えて よい.

発 話速 度 の変化 に伴 う性 格特 性 ご とでの 印象変 化 の

特徴　 この実験2の 結 果 につ い て,発 話 速 度 の違 いに

よ る性 格 印 象 の変 化 パ ター ンの特 徴 をFigure 4か ら

概観 す る.

まず外 向性 と勤 勉性 につ いて は,全 般 に速 い発 話 で

高 い評価 が安 定 してお り,ゆ っ く りした発 話 で は急激

に評 価 が低下 す る.な お,さ らに速 い発話 にな る と再

び評 価 が下 が りはじめ る.一 方,協 調 性 は速 い発話 で

急 峻 に評 価 が下 降す るのが特 徴 的で,ゆ っ くりした発

話 で の評 価低 下 の程 度 は緩 や か で ある.経 験 への 開放

性 は,普 通 かや や速 い発 話 で評価 が高 く,よ り速 い発

話 や 遅 い発 話 で は いず れ もな だ らか に評 価 が 低 下 す



る.情 緒不安定性には目立 った発話速度の影響は見 ら

れない.

総 合 考 察

音声から認知される話者の性格印象の多元性 と印象の

変化の特徴

実験1,及 び実験2を 通 じて,声 の高 さ(F0)や,

発話速度は,話 者の性格印象に規則的な影響を与えて

いることが見出された.そ こでは, FFMが 想定 して

いるBig Fiveの 性格特性 ごとに,そ れぞれ独自の特

徴的なパターンで影響 を与えることが示された.

具体的な特徴 としてはFigure 2に 見 られるように,

外向性 は全般的にF0が 高 くなるほど,そ の評価が上

昇する.経 験への開放性,勤 勉性,協 調性では,原 音

声のFaの 周辺で最 も評価が高 く, F0の 上昇 ・下降い

ずれの場合にも評価が低下する.一 方,情 緒不安定性

は高い声,も しくは低い声で評定値が上昇する.そ し

て,各 特性の変化パターンはいずれも2次 の回帰予測

式で近似できる.

従来の発話速度のみを対象とした研究では,勤 勉性

と外向性の変化パターンは分離 されていなかった.し

かし, F0を 操作 した本実験 では,勤 勉性は中庸な声

の高 さの時に評価が高いのに対 し,外 向性は声が高い

ほど評価が上昇するといった対比が見出され,両 者の

独 自性の一端が観測できたもの と考えられる.

発話速度の影響 については, Figure 4に 見 られる

ように,外 向性 と勤勉性 は,全 般に速い発話で評価が

高 く,ゆ っくりした発話で急激に評価が低下する.一

方,協 調性では対照的に,速 い発話では急峻に評価が

下降するが,ゆ っ くりとした発話での評価低下の程度

は緩やかである.経 験への開放性は,普 通かやや速い

発話で評価が高 く,よ り速い発話や遅い発話ではいず

れもなだ らかに評価が低下する.情 緒不安定性には目

立 った発話速度の影響は見 られない.そ して,い ずれ

の変化 も2次 の回帰予測式がよい近似 を与える.

音声の韻律的特徴 と性格特性印象の3次 元モデル表示

実験2に おいて, F0と 発話速度の要因の問に,性

格印象に対する系統的な交互作用は見 られなかった.

そこで,実 験 ごとに各要因の有意な主効果の影響に着

目して整理する.こ こでは二つの実験結果を統合 し,

性格特性 ごとの印象評価 との関係 をまとめ直 し,再 計

算 した近似結果をFigure 5に3次 元上の曲面で示 し

た.

Figure 5.音 声 の基本周 波数(F0)・ 発話速 度 と話 者 の性 格特性 印象 との関係.

各性格特性の印象評価 は, F0・発話速度平面上の

いずれかの箇所 にピークを持つ形で変化 している.そ

して,そ の印象変化のパターンは,特 性 ごとに2次 の



曲面 の関数 形で近 似 で き,各 特性 の特 徴 は係数 の値 の

取 り方 で表 現が 可能 で あ る.し たが って,性 格 特性 ご

とにその近似 式 を用 い て印象 評定 値 を推定 し,そ れ ら

の推 定値 を組 合 せ る こ とで,話 者 の性 格 印象全 体 の複

雑 な変化 につ いて もモ デル化 が可 能 で ある と考 え られ

る.

さて,こ こでFigure 5を 詳 細 に見 て み る と, F0・

発話 速度 平 面 の周縁部 にお いて は,情 緒不 安定 性 を除

いて全般 に印象評 価 が低 下 して い る.こ の周縁 部 は,

音 声刺 激 のF0や 発 話速 度 の 変換 量 が相 対 的 に大 き い

部分 で あ る.評 価が 低下 して い る理 由 として,音 声 の

変換 に伴 う不 自然性 が影 響 を与 えて い る可 能性 は必 ず

し も皆無 とは言 えない.今 後,現 実 の多様 な 自発音 声

を集 めた デー タベ ース の音声 を利 用 した 実験 な ど,生

態 学的 な妥 当性 も視 野 に入 れた研 究 も必 要で あ ろ う.

音声 を手がか りとした対人 認知場 面 での話者 の印象 形成

本 研 究 の結果 と先行 研 究 での知 見 の問 に は,い くつ

か類 似 点が 見 られ た. Smith et al. (1975)は,博 愛心

(benevolence)と 名 づ けた性 格 特性 が 通 常 の発 話速 度

の時 に最 も評 価 が高 くな る といった 曲線 的 な関係 を,

またFeldstein, Dohm, & Crown (2001)は,聴 き手 と

話 し手 の話 す速 さが 同 程 度 の 場 合 に,話 者 の 有 能 さ

(competence)や 社会 的魅 力(social attractiveness)の

評 価が 最 も高 く,速 い か遅 い場合 に は低 下す る とい っ

た曲線 関係 を見 出 して い る.こ れ らは,発 話速 度 と性

格 印象 との関係 が2次 の回 帰式 で近似 で きる とい う本

実 験 での知 見 と一致 してお り,類 似 した性 質 を示 して

い る もの と考 え られ る.

一方
, Yamada et al. (2000)は,音 声 の特徴 を示 す

因 子 と し て 鋭 敏 さ(penetrativeness),明 瞭 さ(clar

ity),穏 や か さ(mildness)を 抽 出 し,そ れ らの特 徴

の程度 とパ ー ソナ リテ ィ特性 印象 の評 価 との問 に は有

意 な線 形 の相 関が見 られた として い る.し か し,そ こ

で扱 われ てい る音 声特徴 の指標 は,聴 き手 の主観 的評

価 に よる もの で あ り,音 響 的 な要 因 とは必 ず し も対応

して い ない.例 えぼ,明 瞭 性 につ いて は,発 話速 度 が

速 す ぎて も遅 す ぎて も低 下 す る こ とが知 られて お り,

音 声特 徴 の主観 評価 時 には既 に非線 形 な評価 が な され

て い る ことが想 定 され る.

さて,本 研 究で 用 い られて い る実 験刺 激 や条件,パ

ー ソナ リテ ィ測定 尺度 と,先 行 研究 で用 い られ て い る

もの とは同一 で はな いた め,相 互 の知見 につ いて の完

全 な比 較 は困 難 であ る.今 後,各 種 の研 究 結果 を統合

して考 えて い く場 合 に は,性 格 特性 に関す る概念 間 の

関係 の吟 味,音 声 特徴 を表 現 す る際 の音 響 的 な要因 の

定義,そ め操 作範 囲 につ いて も十分 に比 較対 照 した 上

で の検 討 が必 要 で ある.
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